
医療従事者のための雇用の質の向上のための研修会 事例紹介 
                       平成２５年１月２３日  

     
 

看護職のワーク・ライフ・バランス推進 
ワークショップ事業の取組状況 

               
              
                 公益社団法人 鹿児島県看護協会 

 



公益社団法人鹿児島県看護協会 

○場所：鴨池新町 東急ホテル隣  

１ 会員：保健師・助産師・  
     看護師・准看護師 
２ 会員数：１０，９００人 
 

・ナースセンター（無料職業紹介所） 
・訪問看護ステーション 
・居宅介護支援事業所 

７地区 
・地区での研修 
・まちの保健室，健
康相談等実施 

・災害支援ナース 
・地区での医療安全ネットワーク 
・医療機関ホームページとのリンク 

・看護研修会館（３階建） 



公益社団法人鹿児島県看護協会 
１ 目 的  
 ・公益社団法人日本看護協会と連携し，看護職が看護に関す

る専門教育と研鑽による看護の質の向上を図るとともに医療
の担い手である看護職が安心して働き続けられる環境づくり
を推進し，併せて地域のニーズに応える看護職による訪問看
護等の地域医療の推進を図ることにより，県民の健康な生活
の実現に寄与することを目的とする。  

２ 各種研修実績 
 ・研修会：種類５０（認定看護管理者１・２，実習指導者，訪問看

護師養成，医療安全管理者養成等），実施日延べ４５７日，受
講者数約１４，０００人 

 
 



平成24年度 公益社団法人鹿児島県 
看護協会 重点事業 

１．働き続けられる職場づくり 
２．在宅・介護領域を支える看護機能 
  の強化・充実     
３．看護の質の向上 
 
                      



 
             

重点１の取組 

ワーク・ライフ・バランス推進 
ワークショップ事業概要 

 

事業目的 

 日本看護協会と協働し，鹿児島県内の看
護職が生き生きと働き続けられる労働環境
づくりをめざす。 



鹿児島県看護協会における 
WLB推進体制 

理 事 会 

  

WLB推進委員会 

        

社会経済福祉委員会     ナースセンター 

        



 平成24年度 ワーク・ライフ・バランス（WLB）推進委員(13名） 

氏名 所属 その他 

川 元 律 子 整形外科米盛病院 サービスマネージャー 

 北   和 代 今林整形外科病院 平成23年度社会経済福祉委員 

久 保 倫 子 鹿児島県保健福祉部保健医療福祉課 行政 

紺 屋 博 昭 鹿児島大学大学院司法政策研究科 学識経験者 

杉 山 彰 浩 鹿児島労働局 監督課 行政 

田 上 みや子 鹿児島市立病院 公立大規模病院看護部長 

寺 内 聖 子 鹿児島大学医学部・歯学部付属病院 平成24年度社会経済福祉委員 

 西  万里子 霧島市立医師会医療センター 平成23年度社会経済福祉委員 

山 下 みち子 天陽会中央病院 民間病院看護部長 

向 窪 世知子 鹿児島大学医学部・歯学部附属病院 鹿児島県看護協会副会長 

原 田 ゆう子 公益財団法人慈愛会今村病院 鹿児島県看護協会副会長 

新 枦 祥 子 ナースセンター 鹿児島県看護協会 

宮 薗 美恵子 鹿児島県看護協会 鹿児島県看護協会専務理事 

(50音順） 



ワーク・ライフ・バランス推進 
ワークショップ事業の流れ 

平成２４年６月 平成２４年８月 平成２４年１２月 

インデックス調査 
施設調査 
個人調査 

 

  
ワークショップ 

参加 
自施設に戻り 

取り組み 

 フォローアップ 
 ワークショップ 

 参加 

自施設で調査結果 
の分析 

現状分析、ミッ
ション、ビジョン、 
ゴールの設定 

＜発表＞ 

アクションプラン
の作成と 

具体的取り組み 
＜毎月報告＞ 

発 表 

 
 
 

鹿児島県看護協会 
からの支援者２名が
施設訪問・電話相談
など サポート 
事業開始前に病院
訪問 
 

 １年後  ３年後  明日から 

平成２４年１２月 



インデックス調査について 

目的 
  ワークショップの実施に先立ち、参加施設が自施設

のWLB実現度を把握・分析し、調査結果を今後の取
り組みを検討する際の資料とする 

調査方法 
 ・インターネット調査（基本） 

調査期間 
  ・平成２４年６月１日～６月２２日 
   



インデックス調査の項目について 
施設調査（看護管理者ほか） 
 ①施設の基本情報 ②ワーク・ライフ・バランスの推進体制 
 ③女性の母性保護のための制度 ④育児支援 ⑤介護支援 
 ⑥労働時間及び人的資源管理 等 
 

個人調査（全看護職：休暇・休業中等も含む） 
 ①属性 ②雇用形態 ③労働時間 ④年休の取得状況 
 ⑤健康状態 ⑥職場や仕事に対する考え ⑦制度や仕組みに

対する知識や利用・導入希望 等 



インデックス調査から分かること 
 ① 仕事内容        ② 職場風土 
 ③ 経営姿勢        ④  人事管理  
 ⑤ 上司の管理行動     ⑥  労働衛生管理 
 ⑦ 健康状態         ⑧  医療安全・リスク管理 
 ⑨ コミットメント      ⑩ その他 



ワークショップの実際 



 時 間   内    容 講師・担当者 

9:30～9:45 
オリエンテーション 推進者 
あいさつ 会長 
ﾜｰｸ・ﾗｲﾌ・ﾊﾞﾗﾝｽ推進ポスター優秀賞表彰 会長・社会経済福祉委員会 

9:45～10:15 
(30分) 

講義「ＷＬＢの基本的考え方および 
   ＷＬＢ施設の導入事例」 

小川 忍氏 
日本看護協会 常任理事 

10:15～11:00 
 (45分) 

講義「看護職のＷＬＢインデックス調査及び調査結果
の読み方」 
～自己点検とアクションプランをつなげるために～ 

小村 由香氏 
日本看護協会 
専門職支援・中央ﾅｰｽｾﾝﾀｰ
事業部 

11:00～11:15 休憩 

11:15～12:00  
(45分) 

講義 
「ＷＬＢ実現のためのアクションプラン」 

原田 博子氏 
九州大学 大学院医学研究
院保健学部門看護学分野 
准教授 

12:00～12:30 
(30分) 

講義 
「長時間・過重労働の防止とWLBについて」 

杉山 彰浩氏 
鹿児島労働局監督課 課長 

    平成2４年度看護職のワーク・ライフ・バランス推進ワークショップ 
公開講座プログラム 

                                  

    8月30日（1日目） 9:30～12:30 
 



8月30日午後、31日のワークショッププログラム 
 
 
13:30～16:30 
   (180分) 

個別ワーク（施設ごとに作業） 
 
看護職のＷＬＢインデックス調査結果の
分析から自施設の問題・課題とその優先
度を明確にする 

日本看護協会講師 
 
脇坂明氏(学習院大学経済学部教授) 
原田博子氏、小川忍氏、小村由香氏、 
 
鹿児島県看護協会ＷＬＢ推進委員会 

時 間 内  容 講師・担当者 
9:30～１２:００ 

(150分) 個別ワーク（各施設で） 日本看護協会講師、 
鹿児島県看護協会WLB推進委員会 

12:00～１３:００ 昼食 

13:00～１４:３０ 
(90分) 発表・討議・意見交換 同上 

14:30～１４：４５ 
（15分） 休憩 

14:45～１５:３０ 
(45分) 全体討議・総評 同上 

15:30～１５:４５ 
(15分) 

フォローアップワークショップ 
について説明 

小村 由香氏 
日本看護協会 
専門職支援・中央ﾅｰｽｾﾝﾀｰ事業部 

15:45～１６００ 
（15分） 連絡事項 推進者 



 
ＷＬＢ推進ポスター 優秀賞 
ノー残業デイ推進の標語「ピタッとかえるデイ」が決定 
  ノー残業デイ実現のためのポスターを公募。 
     施設内に掲示し、WLBの普及を図る。 

 



参加施設名 

・今給黎総合病院 

・クオラリハビリテーション病院 

・相良病院 

・川内市医師会立市民病院 

・垂水中央病院 



参加施設概要 

設置主体 公益財団法人 医療法人 医療法人 川内市医師会 垂水市 

施設名 今給黎総合病院 
クオラリハビリ 
テーション病院 

相良病院 
川内市医師会立 

市民病院 
垂水中央病院 

一般病床 
４５０床 
（７対１） 

５７床 
（１０対１） 

療養：３８床 
その他：５８床 

８０床 
（１０対１） 

２２４床 
（７対１） 

１２６床 
（７対１） 

看護職員数＊ ４７１人 １０１人 ８８人 １６９人 １１７人 

平均年齢 ３２．７歳 ３７．４歳 ３４．９歳 ３２．１歳 ３５．２歳 

平均在職年数 ６年１１カ月 ６年３カ月 ４年５カ月 ５年１１カ月 ８年１０カ月 

所在地 鹿児島市 薩摩郡 鹿児島市 川内市 垂水市 

＊インデックス調査対象者数 



参加施設のワークショップへの参加動機 

 院内保育所の設置や時間短縮勤務導入，キャリア開発
支援等働きやすい職場づくりに向けて様々な取組を行っ
てきたが，職員が何を思い，その他に病院が取り組む課
題は何かを，インデックス調査から把握したい。 

 看護師の職務満足度を高める，病院に対するロイヤリテ
ィを高める。 

 WLBについて，看護職員のみならず病院職員間での共
通理解ができる。 

 離職率の減少 
 
 



 
小川常任理事による 

講義 
 

１０月号「看護かごしま」
にワークショップ開催の

記事を掲載！ 
 

ワークショップ 講義風景 
                      （公開講座） 

 ・参加病院：５施設で３６人 
 ・一般参加：３７施設で７５人 
 他に、労働局職員等    



ワークショップの風景 



平成２４年９月１８日 南日本新聞 掲載 



 看護職のワーク・ライフ・バランス推進 
ワークショップ アクションプラン記入シート(項目) 

 ミッション（組織の存在理由） 
 ビジョン（組織が目指す将来像） 
 現状分析（ミッション・ビジョンに対して，ＷＬＢの観点から現状

分析） 
 課題（ミッション・ビジョンと現状との間にあるギャップ） 
 ３年後のゴール 
 課題解決・ゴール達成に向けた取り組み計画 
 ①３年間の取り組み 
 ②１年間の取り組み 
 ③今後４カ月の取り組み 



 
 

参加施設のインデックス調査結果 
(評価の低かったもの） 

 ・超過勤務が多い。 
・看護ケアに費やす時間を十分にとることができない 
・制度の周知不足 
・体調不良を感じているスタッフが多い。 
・現在の働き方に満足していない率が高い。 
・今の勤務先にできるだけ長く勤めたい率が低い。 
・現在の仕事は自分の描く将来像に繋がる仕事であると感

じている職員の率が低い。 
・業務が終わっても周囲に気兼ねなく帰ることができない。 
  

 



参加施設のインデックス調査結果 
（評価の高かったもの） 

  能力開発のための研修実施またはその参加を支援してくれる 
 自分の能力を生かせる仕事である 
 現在の仕事は，自分の能力向上の機会となっている 
 上司は自分の考え方や方針を十分に説明している 
 上司は自分の考え方をよく聞いて，理解している 
 上司は仕事の成果について公正に評価している 
 上司は必要な時に，的確なアドバイスや支援をしている 
 現在の仕事は，自分の描く将来像につながる仕事である 
 今の勤務先の将来に不安はない 
 看護職員を大切にする組織である 
 今の勤務先は目先の利益にとらわれず，長期的な視点にたった経営をし

ている 
 現在の働き方に満足している ・必要に応じて休暇が認められる 等 

 
  



参加施設の3年後のゴール設定(主なもの） 

 超過勤務が多い ＮＯ残業デイの確立 
 看護業務に費やす時間を十分に取れていると感じる人 
    ３０～４５％ ⇒ ６０％以上 
 制度の周知不足 わからない ６０～７０％⇒ ３０％以下 
 現在の健康状態がやや不調である ３７．７％⇒ ２５％ 
 現在の働き方に満足 ３５～４５％⇒ ５０～７０％ 
 今の勤務先にできるだけ長く勤めたい ３９．１％⇒ ５０％ 
 定時に帰ることができる ２６．３％⇒ ７０％ 
 １週間程度の連続した休暇取得 ２０．８％⇒ ５０％ 
 離職率の減少 １０％⇒ ８％  等 

 



ワークショップ終了後の  
４か月間の取り組み（No.1) 

 院内全体のＷＬＢ推進会議の設置 
 ピタッとカエルデーの設定，実施 
 看護部保健室の定期的な開催 
 超過勤務及び制度の周知に対する取り組み 
  効率よい働き方の勉強会 段取りぃ チーム 
  ＮＯ残業デー チーム 超勤ダイエット チーム 
  知っとこＷＬＢチーム 
・ＷＬＢ通信発行，組織的な取り組みの強化，ＷＬＢミーテ

ィングの実施 
 



ワークショップ終了後の 
４か月間の取り組み（No.2) 

 各種調査の実施 
  ①健康状態調査 ②残業実態調査 ③休日の仕事及 
  び持ち帰り残業についての調査 ④就業していて困っ 
  たこと，利用した制度 
 就業規則についての職員への通知 
 退勤前３０分の声かけ運動の開始 
 リフレッシュ休暇取得の推進 



  
 
 
 

フォローアップワークショップ 
 

 （ワークショップ終了後４ヶ月目） 



ワーク・ライフ・バランス推進 
フォローアップワークショップ 

１ 日時：平成２４年１２月１９日（水）１０：００～１４：４０ 
２ 場所：看護研修会館３階大会議室 
３ 内容 
 ・報告：①病院概要  ②アクションプラン  ③推進体制づくり 
       ④アクションプランの実施状況  
      ⑤次年度に向けた取組 等 
 ・各施設 発表２０分，質疑応答２０分 
４ 助言者 
 ・日本看護協会（小川忍常任理事・竹中君夫社会医療法人明和会医療福

祉センター 法人本部 人事主幹（ＷＬＢ普及推進委員会）・小村由香氏） 

 ・県看護協会ＷＬＢ推進委員（支援者）       



 フォローアップワークショップの状況 
    （12月19日） 

会長挨拶 

施設の発表 

聴講者及び支援者等 



 参加施設の事業参加への声（NO.1) 

・インデックス調査結果をうけ職員の思いや、意見を知り、課題を見出すこと
ができた。 

・当面の期限が決められていたこともあり、目標をもって取り組むことができた 
・WLBは子育て支援策との思いが強かったが、各世代が仕事にやりがいを持

って取り組むための支援であることの理解ができた。  
・WLB推進委員会に他職種が入ったことで、看護職の仕事の現状を知っても

らうことができ協力を得やすくなった。 
・WLBに取り組むことを新聞に取り上げられたことで職場風土が変化したよう

である。また、他職種の関心も深まった。  
・関連施設でもWLBについての関心がでてきている。  
・新聞掲載されたこともあり、医師会の先生から取り組みについての問い合わ

せがあった。 
 



参加施設の事業参加への声（NO.２) 
 インデックス調査の結果から，自施設のWLBに関する実態を把握することができた 
 課題が明確になり、WLBの改善に意識的に取り組むことができるようになった。 
 職員にもWLBの概念を周知するいい機会となった。 
 業務や労務管理を見直す良い機会になった。  

今後は病院全体を巻き込みながら、少しずつ改善していければ よりよい労働環境
がつくれると思う。 

 NO残業デーの実施による効果 
 段取り良く仕事をするために、職員ひとりひとりが仕事の仕方を考えながら実施で

きるようになってきた（まだ、「段取りが良い」とはいえないが･･･）。  
 周囲に気兼ねなく早く帰る事ができている。  

No残業デーだけでなく、日常的に「段取り」という言葉が浸透してきている 
 時間外業務を発生させないように、他部署・他職種間の協力・連携を促進するきっ

かけになった。  
 



参加施設の事業参加への声（NO.３) 
 インデックス調査により自施設の現状を客観的に分析し対策を立てること

ができ た。  
 一スタッフの意見も取り上げられる機会があり、病院が職員の職場環境に

ついて検 討しようとしている ということが伝わった。  
 課題の一つである恒常化している残業に対策を講じたことで職場に対す

る希望につ ながった。  





今後の対応等 
 各施設の取組の概況は，鹿児島県看護協会広報紙 
 「看護かごしま」１月号に掲載 
 看護職のいる施設には，未加入施設にも配布している。 
・５施設については，平成２５年度以降も引き続き計画に基

づき実施 
 新たに５施設を募集し（現在，募集中），平成２５年度も，

インデックス調査から取り組んでいく。 
 

   御清聴ありがとうございました。 
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